
きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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入園・入学おめでとう！

春風に桜の花びらが舞う中、保育所では４月６日に
　　　　　　　　小中学校では４月７日に入園式・入学式が挙行されました。
　　　　夢と希望に胸を膨らませながら
　　　　　　　新入児童・生徒は元気に新しい生活をスタートさせました。

〈１年生〉
左から
●草野　　暁　さん
●栗須　陽大　さん
●杉本　恵士朗さん
●田川　瑛愛　さん 
●德山　翔大　さん
●牧　　　翼 　さん

〈保育所（白組）〉
左から
●草野　まな　さん
●竹本　渚紗　さん



できごと令和７年度　第１７回「健康と長寿のつどい」開催
　
春
の
訪
れ
を
感
じ
な
が
ら
も
肌
寒
さ

の
残
る
３
月
22
日
（
日
）、
下
北
山
村

民
体
育
館
に
て
恒
例
の
「
健
康
と
長
寿

の
つ
ど
い
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
約
１
２
０
名
の
皆
さ
ま
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
午
前
中
の
式
典
で
は
長
年
村
の
高
齢

者
福
祉
や
地
域
住
民
の
健
康
維
持
増
進

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
団
体
並
び
に
個

人
の
方
に
対
し
表
彰
を
行
い
、そ
の
後
、

か
わ
い
い
保
育
園
児
に
よ
る
歌
と
お
遊

戯
、
吉
野
警
察
署
か
ら
の
詐
欺
対
策
に

つ
い
て
の
お
話
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

松
岡
先
生
に
よ
る
健
康
体
操
等
を
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
お
昼
休
み
に
は
新
診
療
所
の

内
覧
会
も
併
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
午
後
の
部
の
演
芸
で
は
「
豊
来
家
板

里
（
ほ
う
ら
い
や
ば
ん
り
）
さ
ん
に
よ

る
太
神
楽
曲
芸
」、「
民
謡
ユ
ニ
ッ
ト
響

華
（
き
ょ
う
か
）
さ
ん
に
よ
る
津
軽
三

味
線
歌
謡
シ
ョ
ー
」
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
、楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
会
場
で
は
一
日
を
通
し
て

健
康
や
生
活
に
関
す
る「
村
の
保
健
室
」

「
地
域
福
祉
ア
ン
ケ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
」

「
防
災
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
が
設
け
ら
れ
、

た
く
さ
ん
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
後
も
、
住
み
慣
れ
た
村
で
村
民
の

皆
さ
ま
が
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
よ
う
、
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
を

始
め
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
強
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
3
月
28
日
（
土
）、
下
北
山
村
民
体
育

館
に
お
き
ま
し
て
、
下
北
山
村
人
権
教
育

推
進
協
議
会
主
催
、
下
北
山
村
教
育
委
員

会
、
下
北
山
村
人
権
・
同
和
問
題
啓
発
活

動
推
進
本
部
の
協
賛
に
よ
り
、
教
育
講
演

会
（
人
権
映
画
観
賞
会
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
30
年
度
以
来
の
映
画
観
賞
会

と
な
り
、
今
回
は
『
35
年
目
の
ラ
ブ
レ

タ
ー
』
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
48
名
の
皆

さ
ま
が
ご
来
場
さ
れ
映
画
を
通
し
て
人
権

尊
重
の
大
切
さ
を
再
確
認
す
る
実
り
あ
る

教
育
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　「
相
手
を
思
い
や
る
こ
と
」、「
言
葉
に

し
て
伝
え
る
こ
と
」、「
人
と
人
と
が
支
え

合
う
こ
と
の
大
切
さ
」
を
深
く
問
い
か
け

ら
れ
る
映
画
で
し
た
。

　
皆
様
も
観
る
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
教
育
講
演
会

「
人
権
映
画
観
賞
会
」

35年目のラブレター

【団体表彰】浦 向 老 人 ク ラ ブ
【個人表彰】上池原　中　　　君　江
　　　　　上池原　中　　　靜　子
　　　　　池　峰　下　村　　勇　
　　　　　寺垣内　田　中　惠美子
　　　　　浦　向　中　　　きみ子
　　　　　佐　田　橋　詰　眞　信
　　　　　上桑原　　　本　よりゑ〈敬称略〉

保育園児による歌とお遊戯

津軽三味線歌謡ショー

太神楽曲芸

健康体操

防災コーナー

できごと第39回さくら祭開催
　
3
月
29
日
（
日
）
に
「
第

39
回
さ
く
ら
祭
」
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
39
回
を
迎
え
る
さ

く
ら
祭
で
す
が
、
ト
ン
ネ
ル

工
事
の
影
響
に
よ
り
、
祭
会

場
は
芝
生
広
場
の
み
で
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
。

　
好
天
、
桜
花
爛
漫
が
重
な

り
、
桜
並
木
の
下
で
は
地
元

の
物
産
店
や
出
店
が
軒
を
連

ね
、
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

下
北
山
小
中
学
校
の
生
徒
に

よ
る
下
北
山
ソ
ー
ラ
ン
や
太

鼓
演
奏
、
ダ
ン
ス
、
そ
し
て

プ
ロ
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
な

ど
が
披
露
さ
れ
、
最
後
に
は

餅
ま
き
、
お
楽
し
み
抽
選
会

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

下北山小中学校　下北山ソーラン

DANCE TEAM M,s

桜鼓　太鼓演奏

ゆるおん楽部
アコースティックギターと歌

ベっぷみお
歌、鍵盤弾き語り

演歌歌手 早浪 美加
歌謡ショー

自衛官制服着用＆写真撮影

パトカー展示

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー 

本
夛
マ
キ

歌
、
ギ
タ
ー
演
奏

ワークショップ
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できごと

お知らせ

2026年春の交通安全県民運動啓発活動を実施
　４月６日～ 15日の「春の交通安全県民運
動」の実施に合わせ、４月９日（木）、スポー
ツ公園入口付近の国道１６９号で、交通安全
協会吉野支部と同協会下北山分会による交通
安全啓発活動を実施し、ドライバーに交通安
全を呼びかけました。
　運動期間は終わりましたが、日頃から交通
ルールを守って、安全運転に心掛けてくださ
い。

テレビの番組表からも
放送内容や放送時間が
確認できます。

ケーブルテレビ　11チャンネル　番組表（５月）
放送内容

第39回さくら祭 ・８：00～・10：00 ～・12：00 ～・14：00 ～
・16：00 ～・18：00 ～・20：00 ～・21：00 ～

村内風景（ういの山） ・７：30～・11：30 ～・19：30 ～・21：30 ～

放送時間

コインランドリーが４月10日より下北山ス
ポーツ公園クラブハウス１階にオープンしま
した。
乾燥機のみの利用も可能で、ふとんコースも
あります。
詳しくはケーブルテレビをご覧いただき、ぜ
ひご利用ください。
【営業時間】　８時から20時　（年中無休）

コインランドリー　ＮＥＷ　ＯＰＥＮ！！

ご寄附いただき、ありがとうございました。
令和７年11月から令和８年１月に実施したクラ
ウドファンディングを活用して、前鬼・不動七
重の滝遊歩道の整備をさせていただきました。
今後もたくさんの方々に安心して前鬼の自然を
楽しんでもらえたらと思います。
温かいご支援ありがとうございました。

寄附件数：956件
寄附金額：20,589,000円

（内クラウドファンディング　30件　454,000円）

令和７年度ふるさと納税報告

前鬼・不動七重の滝遊歩道の整備

お知らせ

【行政相談とは】国や県、役所の仕事について
意見や要望、わからないことを行政相談委員に
相談し、課題解決や実現を促進する制度です。
行政相談委員が公正・中立な立場で解決に向け
て活動します。相談は無料のため、お困りごと
がございましたら行政相談をご活用ください。

　４月から下北山村役場に奈良県フォレスターとして派遣さ
れました、坂野　良と申します。大阪府出身で、前職は大阪
府内の社会福祉協議会で勤務していました。今回、第１希望
が叶って下北山村へ派遣されることとなりました。
　フォレスターアカデミーでの学びを活かしつつ、森と人と
の「ふだんの　くらしの　しあわせ」に貢献できるように取
り組んでいきたいと思います。また長期派遣であるため、フォ
レスター業務だけでなく、村の一員としても村に貢献できる
ようにがんばりたいと思います。まだまだ皆様に助けていた
だくことが多いと思いますが、よろしくお願いいたします。

奈良県フォレスターとは、市町村
に長期派遣され、県職員と市町村
職員の身分を併任して森林管理を
行う専門のプロフェッショナルで
す。

　4月1日付で森林林業地域おこし協力隊に着任いたしまし
た、小﨑　太寅（こざき　たかのぶ）と申します。
　滋賀県出身の37歳です。趣味は日帰り登山と温泉です（き
なりの湯はかなり気に入ってます）。デスクワークの日々の
中、山の中で仕事がしたいという思いが強くなり、妻と2人
の息子（2歳と1歳）とともに下北山村に移住して参りました。
林業未経験ですが、林業と村の特産物を掛け合わせる取り組
みがしたいと考えています。日々勉強に勤しんで村に貢献で
きるよう頑張ります。
◉最近の楽しみ　妻との朝晩ヨガ、近海マグロのお刺身、
　土曜朝市

坂野　良（さかの　りょう）
「奈良県フォレスター」が下北山村に派遣されました！
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こ
の
春
、
下
北
山
村
へ
新
し
く

赴
任
さ
れ
た
先
生
方
を
ご
紹
介
し

ま
す
。 

例
年
は
写
真
と
お
名
前
の

み
の
紹
介
で
し
た
が
、
今
年
度
は

先
生
方
の
「
ひ
と
こ
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
も
合
わ
せ
て
掲
載
い
た
し
ま

す
。

　
今
年
度
の
異
動
に
よ
り
、
河
合
第
一

小
学
校
か
ら
赴
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
赴
任
し
た
日
は
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
桜

が
満
開
で
し
た
。
豊
か
な
自
然
と
共
に

す
ば
ら
し
い
校
舎
と
キ
ラ
キ
ラ
し
た
子

ど
も
た
ち
に
迎
え
ら
れ
、
や
っ
て
み
た

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
思
い
つ
き
ま
し

た
。

　
精
一
杯
努
め
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
４
月
よ
り
下
北
山
小
中
学
校
で

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。自
然
が
豊
か
な
と
こ
ろ
な
の
で
、

釣
り
や
登
山
、
キ
ャ
ン
プ
等
、
自
然
と

共
に
暮
ら
し
て
い
き
た
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
顔
を
見
か
け
た
際
に
は
、
声

を
か
け
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
と
は
も

ち
ろ
ん
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と
も

信
頼
関
係
を
築
き
、
子
ど
も
た
ち
が
誇

れ
る
学
校
創
り
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
度
、
下
北
山
小
中
学
校
に
着
任

い
た
し
ま
し
た
東
瑞
で
す
。
新
任
で
す

の
で
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
元
気
や
勇
気

を
も
ら
い
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
成
長
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
度
、
下
北
山
小
中
学
校
に
着
任

し
ま
し
た
小
西
弘
希
と
申
し
ま
す
。
自

然
豊
か
な
環
境
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち

と
楽
し
く
共
に
学
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
生
徒
た
ち
に

英
語
の
授
業
を
通
し
て
世
界
の
文
化
や

英
語
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
度
、
下
北
山
小
中
学
校
に
着
任

い
た
し
ま
し
た
、
松
下
修
大
で
す
。
前

年
度
ま
で
、
愛
知
県
岡
崎
市
で
勤
務
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
度
、
自
然
豊
か
な

下
北
山
村
で
勤
務
で
き
る
こ
と
に
な

り
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
よ

さ
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
地
域
の
皆
様

と
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
安
心
し
て

学
び
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
度
、
下
北
山
小
中
学
校
に
着
任

し
た
西
新
太
郎
と
申
し
ま
す
。
国
語
科

ら
し
く
言
葉
を
大
切
に
し
な
が
ら
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
日
々
を
送
れ
る
よ

う
、
真
摯
に
向
き
合
い
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
下
北
山
村
で
の
日
々
や
出
会
い

を
良
い
ご
縁
に
で
き
る
よ
う
に
楽
し
く

穏
や
か
に
精
進
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
度
、
前
期
課
程
の
通
級
指
導
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
片
石
夏
菜
子
で

す
。
子
ど
も
た
ち
と
出
会
っ
て
か
ら
1

週
間
が
経
ち
ま
し
た
が
、
ど
の
子
も
素

直
で
可
愛
ら
し
く
、
こ
れ
か
ら
一
緒
に

過
ご
し
て
い
け
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
学
校
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、
精
一
杯
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈校長〉

梅田　良佳

〈教頭〉

西岡　秀忠 

〈7年副担任〉

小西　弘希

〈4年担任〉

松下　修大

〈きなり2担任〉

西　新太郎

〈通級指導担任〉

　石　夏菜子

〈3年担任〉

東　瑞

人
事
異
動

小
中
学
校

よしかうめだ

みずきあずま ひでただにしおか

しゅうたまつした ひろきこにし

ななこかたいし しんたろうにし

　
今
年
度
、
下
北
山
小
中
学
校
に
着
任

し
ま
し
た
五
十
川
利
心
で
す
。
奈
良
出

身
で
す
が
、
下
北
山
村
に
は
初
め
て
訪

れ
ま
し
た
。
社
会
人
一
年
目
で
不
安
も

あ
り
ま
す
が
、
自
然
豊
か
な
こ
の
村
で

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
こ
と
に
喜

び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
全
力
で
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
度
、
下
北
山
小
中
学
校
後
期
課

程
の
養
護
教
諭
と
し
て
着
任
い
た
し
ま

し
た
。
３
月
に
大
学
を
卒
業
し
、
教
師

と
し
て
１
年
目
と
な
り
ま
す
。
こ
の
自

然
豊
か
な
下
北
山
村
で
、
子
ど
も
た
ち

に
安
心
と
安
全
を
届
け
ら
れ
る
保
健
室

の
先
生
に
な
れ
る
よ
う
、
精
一
杯
務
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

〈
離
任
〉

　
髙
井
　
成
泰

　
釘
貫
　
一
真

　
岩
本
　
美
咲

　
細
川
　
貴
裕

　
清
水
　
英
人

　
西
浦
　
実
玖

　
石
丸
　
元
太

　
宮
田
　
優
奈

〈
就
任
〉

髙
井
　
成
泰

﹇
教
育
長
﹈

〈
異
動
〉

平
尾
　
孝
二

﹇
議
会
事
務
局
・
局
長
﹈

　
　
　（
住
民
課
よ
り
）

上
平
　
俊

﹇
総
務
課
・
主
査
﹈

　
　
　（
地
域
振
興
課
よ
り
）

〈
異
動
・
昇
任
〉

上
田
　
真
吾

﹇
住
民
課
・
課
長
﹈

　
　
　（
総
務
課
よ
り
）

〈
昇
格
〉

久
保
田
　
智
浩

﹇
農
林
建
設
課
・
主
査
﹈

水
本
　
昌
志

﹇
出
納
室
・
主
査
﹈

上
平
　
一
輝

﹇
地
域
振
興
課
・
主
事
﹈

中
西
　
麻
依

﹇
出
納
室
・
主
事
（
2
級
）﹈

〈
昇
任
〉

中
村
　
洋
章

﹇
保
健
福
祉
課
・
課
長
﹈

山
西
　
勇
介

﹇
農
林
建
設
課
・
主
事
﹈

〈
定
年
延
長
〉

杉
岡
　
貴
司

﹇
保
健
福
祉
課
・
課
長
補
佐
﹈

﹇
下
北
山
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
・
施
設
長
﹈

後
呂
　
智

﹇
地
域
振
興
課
・
課
長
補
佐
﹈

〈
退
任
〉

　
森
岡
　
和
久

〈
退
職
〉

　
齋
藤
　
慎
之
介

　
田
川
　
菜
月

　
こ
の
度
、
教
育
長
の
職
を
拝
命
し
ま
し
た

髙
井
成
泰
（
た
か
い
し
げ
や
す
）
と
申
し
ま

す
。

　
下
北
山
小
中
学
校
在
任
中
に
は
、
地
域
の

方
々
、保
護
者
の
方
々
に
支
え
て
い
た
だ
き
、

子
ど
も
た
ち
と
貴
重
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
感
謝
の
念
に
堪
え
ま

せ
ん
。

　
前
教
育
長
の
森
岡
和
久
先
生
に
は
、
子
ど

も
、
学
校
に
寄
り
添
い
、
支
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
本
村
教
育
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
思
い
、
意
志
を
受
け
継
ぎ

な
が
ら
、
本
村
教
育
発
展
に
向
け
微
力
な
が

ら
邁
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。「
小
さ

い
か
ら
で
き
な
い
」
で
は
な
く
、「
小
さ
い

か
ら
で
き
る
」一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の「
顔

が
見
え
る
教
育
」
を
、
保
護
者
、
地
域
の
皆

様
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
今
後
と
も
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈さくら担任〉

五十川　利心

〈養護教諭〉

西浦　光希

髙井成泰

教
育
長
就
任
の
ご
挨
拶

役
　
場

みつきにしうら りこいそがわ
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貴
重
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
感
謝
の
念
に
堪
え
ま

せ
ん
。

　
前
教
育
長
の
森
岡
和
久
先
生
に
は
、
子
ど

も
、
学
校
に
寄
り
添
い
、
支
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
本
村
教
育
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
思
い
、
意
志
を
受
け
継
ぎ

な
が
ら
、
本
村
教
育
発
展
に
向
け
微
力
な
が

ら
邁
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。「
小
さ

い
か
ら
で
き
な
い
」
で
は
な
く
、「
小
さ
い

か
ら
で
き
る
」一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の「
顔

が
見
え
る
教
育
」
を
、
保
護
者
、
地
域
の
皆

様
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
今
後
と
も
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈さくら担任〉

五十川　利心

〈養護教諭〉

西浦　光希

髙井成泰

教
育
長
就
任
の
ご
挨
拶

役
　
場

みつきにしうら りこいそがわ
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３
月
９
日
（
月
）
か
ら
３
月
12
日

（
木
）
ま
で
の
４
日
間
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
を
挟
み
、
下
北
山
村
議

会
３
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
９
日
初
日
の
議
事
日
程
と
し

て
議
長
の
諸
般
報
告
、
村
長
の
令
和

８
年
度
施
政
方
針
及
び
行
政
報
告
、

そ
し
て
議
員
３
名
に
よ
る
一
般
質
問

が
行
わ
れ
、
続
い
て
議
案
の
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
初
日
に
上
程
さ
れ
た
議

案
は
合
計
32
議
案
（
補
正
予
算
の
専

決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
議
案
３
件
、

計
画
の
変
更
２
件
、
条
例
の
制
定
２

件
、
条
例
の
一
部
改
正
５
件
、
条
例

の
全
部
改
正
１
件
、
財
産
取
得
１
件
、

指
定
管
理
者
の
指
定
１
件
、
規
約
の

制
定
１
件
、
令
和
７
年
度
一
般
会
計
、

特
別
会
計
及
び
事
業
会
計
補
正
予
算

が
８
件
、
令
和
８
年
度
一
般
会
計
、

特
別
会
計
及
び
事
業
会
計
予
算
が
８

件
）
が
上
程
さ
れ
審
議
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
が
、
午
後
の
審
議
中
に
上
池

原
地
区
で
の
家
屋
火
災
発
生
の
一
報

を
受
け
、
議
案
説
明
を
行
う
職
員
が

消
防
活
動
に
出
動
す
る
必
要
が
生
じ

た
こ
と
か
ら
、
残
る
16
議
案
の
審
議

を
未
了
と
し
、
初
日
は
散
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
翌
日
３
月
10
日
（
火
）、
会
議
時

間
を
早
め
本
会
議
２
日
目
を
開
会
。

初
日
に
未
了
と
な
っ
た
16
議
案
の
審

議
が
行
わ
れ
、
令
和
８
年
度
予
算
関

連
議
案
は
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に

付
託
し
審
査
す
る
こ
と
が
決
定
、
そ

の
他
の
議
案
は
す
べ
て
原
案
通
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
３
月
12
日
（
木
）、
本

会
議
３
日
目
を
開
会
し
、
２
日
目
に

予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
令
和
８
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会

計
及
び
事
業
会
計
の
８
議
案
に
つ
い

て
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会 

平
井 

清 
委
員
長
よ
り
予
算
審
査
報
告
が

行
わ
れ
た
後
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
村
長
よ
り
教
育
長
の
任
命

議
案
１
件
が
追
加
上
程
さ
れ
、
採
決

の
結
果
、
原
案
通
り
同
意
、
そ
の
他

議
会
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委

員
会
の
閉
会
中
の
継
続
調
査
が
決
定

さ
れ
、
全
て
の
審
議
が
終
了
し
閉
会

し
ま
し
た
。

　
議
案
の
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
議
案
（
３
件
）

　
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
、
３
議
案
に
お
い
て
、

物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
支
給

事
業
費
、
生
活
応
援
商
品
券
事
業
費

（
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
臨
時
交

付
金
）、
衆
議
院
議
員
選
挙
費
、
国

道
１
６
９
号
前
鬼
～
上
池
原
災
害
復

旧
事
業
に
係
る
土
砂
処
分
場
用
地
等

購
入
費
が
計
上
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

※
説
明･･

専
決
処
分
と
は

－

地
方
自

治
法
に
基
づ
き
、
本
来
議
会
の
議
決

が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
議
決
を

せ
ず
に
村
長
自
ら
が
決
め
る
こ
と
。

緊
急
で
、
議
会
を
招
集
す
る
時
間
が

な
い
場
合
な
ど
に
限
っ
た
補
充
的
手

段
。

◎
計
画
の
変
更
（
２
件
）

▼
下
北
山
村
辺
地
総
合
整
備
計
画
の

変
更
に
つ
い
て

　
村
道
池
郷
線
整
備
内
容
が
変
更
さ

れ
ま
し
た
。

▼
下
北
山
村
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　
事
業
内
容
の
見
直
し
と
共
に
計
画

期
間
を
令
和
８
年
度
か
ら
令
和
12
年

度
ま
で
の
５
ヵ
年
間
に
変
更
し
ま
し

た
。

◎
条
例
の
制
定
（
２
件
）

▼
公
益
法
人
等
へ
の
下
北
山
村
職
員

の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
ま
し
た
。

▼
下
北
山
村
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
専
門
知
識
を
要
す
る
者
を
委
員
と

し
て
委
嘱
し
た
際
の
報
酬
額
を
定
め

る
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
条
例
の
一
部
改
正
（
５
件
）

▼
下
北
山
村
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
通
勤
手
当
に
係
る
使
用
距
離
上
限

の
拡
大
と
、
通
勤
時
の
駐
車
場
使
用

料
を
支
給
す
る
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

▼
下
北
山
村
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
生
後
６
か

月
か
ら
満
３
歳
未
満
で
保
育
所
に

通
っ
て
い
な
い
こ
ど
も
を
対
象
に
保

護
者
の
就
労
要
件
を
問
わ
ず
、
時
間

単
位
（
利
用
時
間
に
上
限
有
り
）
で

利
用
で
き
る
新
た
な
通
園
制
度
が
創

設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
支
援
事
業

に
関
す
る
条
例
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
次
の
２
議
案
は
、
令
和
８
年
４
月

村 議 会 ３ 月 定 例 会
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１
日
新
診
療
所
の
開
所
に
よ
り
、
各

診
療
所
の
所
在
位
置
を
、
大
字
寺
垣

内
９
９
８
番
地
１
に
改
め
る
も
の
で

す
。

▼
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険
診
療
所

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

▼
下
北
山
村
歯
科
診
療
所
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
下
北
山
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
社
会
経
済
情
勢
に
鑑
み
損
害
賠
償

の
基
準
を
定
め
る
政
令
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
補
償
基
礎
額
の
改

正
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
条
例
の
全
部
改
正
（
１
件
）

▼
下
北
山
村
赤
ち
ゃ
ん

誕
生
祝
い
金
交
付
条
例

の
全
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
条
例
と
し
て
定
め
る
べ
き
基
本
的

事
項
と
規
則
に
委
任
す
べ
き
事
項
を

整
理
す
る
た
め
、
全
部
改
正
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

◎
財
産
取
得
（
１
件
）

　
国
道
１
６
９
号
前
鬼
～
上
池
原
災

害
復
旧
事
業
に
伴
い
、
土
砂
処
分
用

地
と
し
て
使
用
す
る
た
め
山
林
用
地

取
得
及
び
立
木
の
補
償
代
金
に
係
る

契
約
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
取
得
契
約
金
額
２
，
４
７
３
万
円

◎
指
定
管
理
者
の
指
定
（
１
件
）

▼
下
北
山
村
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

施
設
の
名
称
：
下
北
山
村
生
活
支
援

　
ハ
ウ
ス
い
こ
い
の
郷

　
（
浦
向
３
７
１
番
地
）

指
定
管
理
者
：
社
会
福
祉
法
人

　
下
北
山
村
社
会
福
祉
協
議
会

◎
規
約
の
制
定
（
１
件
）

▼
下
北
山
村
と
奈
良
県
と
の
間
の
森

林
法
に
基
づ
く
事
務
の
委
託
に
関
す

る
規
約
の
制
定
に
つ
い
て

　
森
林
法
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及

び
執
行
を
委
託
す
る
た
め
の
規
約
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
委
託
事
務
の
範

囲
は
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届

出
や
、
造
林
計
画
の
変
更
命
令
等
に

関
す
る
事
務
で
す
。

◎
令
和
７
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会

計
及
び
事
業
会
計
補
正
予
算（
８
件
）

▼
令
和
７
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

　
１
，
９
４
９
万
円
を
減
額
補
正
し
、

総
額
24
億
４
，
５
５
２
万
円
と
し
ま

し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
出
に
お
い
て

総
務
費
、
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
費

令 和 ８ 年 第 １ 回 下 北 山

４
５
５
万
円
減
額
、
ふ
る
さ
と
納
税

基
金
（
寄
付
金
）
１
，
０
０
０
万
円

の
減
額
、
漁
業
基
金
（
元
金
）
３
，

０
０
０
万
円
の
増
額
他
、
基
金
積

立
金
総
額
２
，
８
０
２
万
円
の
増

額
、
移
住
定
住
事
業
費
１
２
６
万
円

の
減
額
、
集
落
支
援
員
及
び
各
種

協
力
隊
員
給
与
費
９
３
５
万
円
減

額
、
民
生
費
、
い
こ
い
の
郷
職
員

給
与
費
３
７
７
万
円
の
減
額
、
障

害
者
福
祉
費
２
０
０
万
円
の
減
額
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

１
１
６
万
円
及
び
介
護
保
険
特
別
会

計
繰
出
金
１
０
２
万
円
の
減
額
、
衛

生
費
、
予
防
接
種
事
業
費
４
８
０
万

円
の
減
額
、
診
療
所
特
別
会
計
繰
出

金
（
歯
科
含
む
）
２
５
２
万
円
の
増

額
、
農
林
水
産
業
費
、
林
道
管
理
費

委
託
料
１
２
１
万
円
の
減
額
、
商
工

費
、
前
鬼
口
公
衆
ト
イ
レ
等
解
体
工

事
費
２
２
９
万
円
の
減
額
他
、
観
光

総
務
費
総
額
で
３
４
２
万
円
の
減

額
、
土
木
費
、
任
用
職
員
給
与
費

総
額
で
３
５
４
万
円
の
減
額
、
急

傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
負
担
金
他

２
０
６
万
円
の
減
額
、
道
路
橋
梁
新

設
改
良
費
の
委
託
料
及
び
工
事
費
で

３
，
０
８
５
万
円
の
増
額
、
消
防
費
、

消
防
団
員
報
酬
及
び
退
職
報
償
金
他

３
７
１
万
円
の
減
額
の
他
、
各
種
事

業
実
績
に
伴
う
不
用
額
の
減
額
に
よ

る
も
の
で
す
。

▼
令
和
７
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
１
，
７
０
８
万
円
を
減
額
補
正
し
、

総
額
１
億
１
，
２
３
７
万
円
と
し
ま

し
た
。

　
主
に
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費

負
担
金
及
び
高
額
療
養
費
負
担
金
１
，

１
２
３
万
円
並
び
に
、
診
療
所
特
別

会
計
繰
出
金
６
８
７
万
円
の
減
額
で

す
。

▼
令
和
７
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康

保
険
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

　
１
，
３
２
４
万
円
が
減
額
補
正
さ

れ
総
額
４
億
２
，
７
３
８
万
円
と
し

ま
し
た
。

　
主
に
診
療
所
建
設
事
業
費
４
０
５

万
円
と
医
薬
品
代
６
９
０
万
円
他
の

減
額
で
す
。

▼
令
和
７
年
度
下
北
山
村
池
の
平
公

園
管
理
運
営
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
46
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
総
額
１
，

３
８
７
万
円
と
し
ま
し
た
。
修
繕
料

の
増
額
で
す
。

▼
令
和
７
年
度
下
北
山
村
ス
ポ
ー
ツ
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公
園
管
理
運
営
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
１
０
９
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
総

額
４
，
９
３
６
万
円
と
し
ま
し
た
。

修
繕
料
２
２
９
万
円
及
び
廃
棄
物
処

分
委
託
料
１
１
０
万
円
の
増
額
と
、

電
気
設
備
改
修
工
事
費
２
３
０
万
円

の
減
額
で
す
。

▼
令
和
７
年
度
下
北
山
村
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
１
，
１
２
３
万
円
が
減
額
補
正
さ

れ
総
額
２
億
３
，
７
３
３
万
円
と
し

ま
し
た
。

　
主
に
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

１
，
０
０
０
万
円
及
び
、
特
定
入
所

者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
２
０
０
万
円
他

の
減
額
で
す
。

▼
令
和
７
年
度
下
北
山
村
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

　
66
万
円
が
減
額
補
正
さ
れ
総
額
２
，

６
１
４
万
円
と
し
ま
し
た
。
広
域
連

合
納
付
金
の
減
額
で
す
。

▼
令
和
７
年
度
下
北
山
村
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
４
９
８
万
円
が
減
額
補
正
さ
れ
総

額
８
，
８
３
６
万
円
と
し
ま
し
た
。

公
営
企
業
会
計
運
用
支
援
業
務
委
託

料
56
万
円
と
、
池
原
浄
水
場
補
修
工

事
費
及
び
工
事
監
理
業
務
委
託
料
を

合
わ
せ
た
４
５
９
万
円
の
減
額
で
す
。

◎
令
和
８
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会

計
及
び
事
業
会
計
予
算
（
８
件
）

　

一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
総
額

は
そ
れ
ぞ
れ
21
億
８
，
６
０
０
万

円
。
６
つ
の
特
別
会
計
及
び
、
事
業

会
計
の
歳
入
・
歳
出
予
算
の
総
額
は

６
億
６
７
万
円
。
全
会
計
の
合
計
額

は
27
億
８
，
６
６
７
万
円
で
前
年
比

５
億
５
６
６
万
円
の
減
額
と
な
り
ま

す
。

◎
追
加
議
案
（
１
件
）

▼
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

　
森
岡
和
久
教
育
長
の
辞
職
に
伴
い

任
命
議
案
が
提
出
さ
れ
、
髙
井
成し
げ
泰や
す

氏
（
大
字
上
池
原
）
の
任
命
が
同
意

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
10
年
３

月
ま
で
の
残
任
期
間
と
な
り
ま
す
。

●
そ
の
他
報
告
関
係
事
項
（
16
件
）

▽
給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
等

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

▽
給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

▽
技
能
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
就
学
指
導
委
員
会
規
則

を
廃
止
す
る
規
則
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
い
金

支
給
規
則
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
教
育
支
援
委
員
会
規
則

の
制
定
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
体
育
館
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
制
定

に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
軽
度
・
中
等
度
難
聴
児

補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業
実
施
要
綱

に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
乳
幼
児
お
む
つ
購
入
費

助
成
実
施
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る

要
綱
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
生
活
応
援
商
品
券
事
業

実
施
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要
綱

に
つ
い
て

▽
令
和
７
年
度
下
北
山
村
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
事
業
実
施

要
綱
を
廃
止
す
る
要
綱
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
お
こ
め
ギ
フ
ト
券
配
布

事
業
実
施
要
綱
を
廃
止
す
る
要
綱
に

つ
い
て

▽
下
北
山
村
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
母
子
免

疫
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用
助
成
事

業
実
施
要
綱
の
制
定
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
森
林
経
営
管
理
事
業
実

施
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要
綱
に

つ
い
て

▽
下
北
山
村
戸
籍
届
出
に
関
す
る
本

人
確
認
等
事
務
処
理
要
領
の
一
部
を

改
正
す
る
要
領
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
公
印
規
程
の
一
部
を
改

正
す
る
規
程

《
一
般
質
問
》

※
定
例
会
で
は
、
議
案
に
関
係
な
く

村
の
一
般
事
務
に
つ
い
て
質
問
す

る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
を
一
般
質

問
と
い
い
ま
す
。

質
問
者
…
北 

德
次 

議
員

【
質
問
】
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
額
と

基
金
の
使
途
に
つ
い
て

　
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
の
積
立
額
の

状
況
と
、
基
金
の
具
体
的
な
使
途
に

つ
い
て
、
予
定
や
計
画
さ
れ
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　
ま
た
、
返
礼
品
の
開
発
に
つ
い
て

何
か
新
た
な
商
品
開

発
を
考
え
て
い
な
い

か
お
聞
き
し
ま
す
。

【
答
え
】
総
務
課
長

　
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
の
積
み
立
て

状
況
で
す
が
、
令
和
６
年
度
末
で
約

１
億
３
，
０
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
令
和
７
年
度
の
見
込
み

の
寄
付
額
、
取
崩
額
を
計
上
す
る

村 議 会 ３ 月 定 例 会
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と
、
令
和
７
年
度
末
で
約
１
億
２
，

８
０
０
万
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
具
体
的
な
使
途
に
つ
い
て
は
、
下

北
山
村
特
産
品
Ｐ
Ｒ
事
業
や
地
域
未

来
塾
の
運
営
事
業
に
充
て
る
予
定
で

す
。

　
ま
た
、
道
の
駅
基
本
計
画
策
定
事

業
や
道
の
駅
の
備
品
購
入
に
基
金
を

充
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、
夏
祭
り
の
補
助
金
や
山

岳
観
光
案
内
事
業
、
文
化
財
保
護
事

業
等
、
寄
付
者
の
意
向
に
沿
っ
た
事

業
や
、
総
合
計
画
ま
た
は
総
合
戦
略

に
基
づ
い
た
効
果
的
な
基
金
運
用
に

努
め
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
答
え
】
地
域
振
興
課
長

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
の
開
発

に
つ
い
て
は
、
民
間
事
業
者
と
協
力

し
て
、
今
後
、
新
た
な
返
礼
品
を
開

発
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
者
…
和
田 

晃
裕 

議
員

【
質
問
】
ト
リ
ワ
谷
残
土
場
の
将
来

の
利
活
用
に
つ
い
て

　
国
道
１
６
９
号
上
池
原
～
前
鬼
間

の
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
残
土
の
最
終
土

捨
て
場
が
ト
リ
ワ
谷
の
奥
に
設
置
さ

れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

将
来
的
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
や
キ
ャ

ン
プ
場
が
で
き
る
よ
う
な
下
地
を
仕

込
む
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

村
の
考
え
を
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

【
答
え
】
農
林
建
設
課
長

　
ト
リ
ワ
谷
の
土
砂
処
分
場
に
つ
い

て
は
、
前
鬼
～
上
池
原
間
の
災
害
復

旧
事
業
の
残
土
処
分
地
と
し
て
、
国

が
残
土
処
分
場
の
整
備
等
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
ボ
ー
リ
ン
グ
等
の
地
質

調
査
等
を
実
施
し
、
詳
細
な
図
面
が

で
き
上
が
っ
た
内
容
で
は
、
平
地
が

狭
く
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
へ
の
利
用
は
難

し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問
者
…
辻
之
内 

勇 

議
員

【
質
問
①
】
寺
垣
内
駐
在
所
移
転
計

画
に
つ
い
て

　
役
場
新
庁
舎
、
診
療
所
の
建
設
時

に
寺
垣
内
駐
在
所
の
移
転
問
題
も
上

が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
庁
舎
の
近
辺

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の

進
捗
状
況
を
お
伺
い
し
ま
す
。

【
答
え
】
総
務
課
長

　
寺
垣
内
駐
在
所
の
移
転
に
つ
き
ま

し
て
は
、
吉
野
警
察
署
と
協
議
、
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
吉
野

警
察
署
か
ら
駐
在
所
移
転
に
係
る
令

和
８
年
度
の
予
算
が
確
保
で
き
な

か
っ
た
と
報
告
が
あ
り
、
移
転
の
時

期
等
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
未

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
移
転
先
に
つ

令 和 ８ 年 第 １ 回 下 北 山

い
て
は
、
次
の
質
問
と
関
連
あ
り
ま

す
が
、
旧
診
療
所
を
解
体
し
た
跡
地

も
し
く
は
国
道
沿
い
に
あ
る
役
場
水

道
倉
庫
を
移
転
し
て
、
そ
の
跡
地
に

建
設
す
る
か
、
現
在
２
ヶ
所
を
候
補

地
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

【
質
問
②
】
旧
診
療
所
の
今
後
の
活

用
に
つ
い
て

　
旧
診
療
所
の
今
後
の
活
用
に
つ
い

て
、
活
用
の
考
え
が
な
い
場
合
は
、

解
体
と
な
れ
ば
相
当
な
費
用
負
担
に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
見
解
を
お

聞
き
し
ま
す
。

【
答
え
】
総
務
課
長

　
公
共
施
設
の
再
整
備
計
画
に
つ
い

て
は
、
老
朽
化
及
び
利
便
性
ま
た
効

率
性
の
面
か
ら
、
合
同
校
舎
を
は
じ

め
、
公
共
施
設
の
更
新
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
旧
診
療
所
及

び
併
設
す
る
医
師
住
宅
に
つ
い
て
は
、

解
体
を
行
い
、
そ
の
跡
地
に
医
師
住

宅
を
建
設
す
る
計
画
で
あ
る
こ
と
を

こ
れ
ま
で
議
会
の
方
に
も
ご
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
旧
建
物

は
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
利
活
用

と
な
れ
ば
改
修
費
用
も
大
き
く
な
り

ま
す
。
改
修
内
容
に
よ
っ
て
は
ア
ス

ベ
ス
ト
の
問
題
も
発
生
す
る
恐
れ
が

あ
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の

構
造
上
、
間
取
り
な
ど
大
規
模
な
改

修
は
困
難
で
あ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
村
全
体
の
公
共
施
設
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、
村
の
人
口
減
少

や
財
政
状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
維

持
管
理
コ
ス
ト
等
の
観
点
か
ら
も
、

旧
診
療
所
は
解
体
す
る
方
向
で
考
え

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
解
体
費
用
に
つ
い
て
は
、

ア
ス
ベ
ス
ト
の
撤
去
に
か
か
る
費
用

が
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
解
体
跡
地
に
医
師
住
宅
を
建

設
す
る
こ
と
で
、
解
体
費
用
に
も
有

利
な
起
債
が
活
用
で
き
、
医
師
住
宅

の
建
設
に
も
国
庫
補
助
金
が
活
用
で

き
ま
す
の
で
、
費
用
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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新
緑
が
美
し
く
、
屋
外
で
の
活
動

が
増
え
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　
山
林
で
の
作
業
や
散
策
な
ど
、
自
然

に
触
れ
る
機
会
が
多
い
当
村
で
は
、
こ

の
時
期
に
特
に
注
意
し
た
い
の
が
「
マ

ダ
ニ
咬
傷
」
で
す
。

　
今
回
は
、
マ
ダ
ニ
に
よ
る
健
康
被
害

と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。

　
マ
ダ
ニ
は
、
山
林
や
草
む
ら
に
生
息

す
る
5
㎜
程
度
の
大
型
の
ダ
ニ
で
、
人

や
野
生
動
物
に
付
着
し
て
吸
血
し
ま

す
。

　
屋
内
に
い
る
ダ
ニ
と
は
異
な
り
、
屋

外
で
活
動
す
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
特
に
春
か
ら
秋
に
か
け
て
活
動
が
活

発
に
な
り
、
気
づ
か
な

い
う
ち
に
皮
膚
へ
長
時

間
吸
着
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
る
と
、
次
の
よ
う

な
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。

•
皮
膚
に
黒
い
し
こ
り
の
よ
う
な
虫
体

が
付
着
す
る

•
咬
ま
れ
た
部
位
の
赤
み
や
腫
れ

•
か
ゆ
み
や
軽
い
痛
み

　
多
く
は
局
所
の
症
状
で
経
過
し
ま
す

が
、
問
題
は
そ
の
後
に
起
こ
る
可
能
性

の
あ
る
様
々
な
感
染
症
で
す
。

　
マ
ダ
ニ
が
媒
介
す
る
感
染
症
の
中
で

も
、
特
に
注
意
が
必
要
な
の
が
「
重
症

熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
（
Ｓ
Ｆ
Ｔ

Ｓ
）」
で
す
。

　
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
は
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
、

西
日
本
を
中
心
に
報
告
が
多
く
、
紀
伊

半
島
で
も
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
主
な
症
状
は
２
週
間
程
度
の
潜
伏

期
間
を
も
っ
て
、

•
発
熱

•
強
い
倦
怠
感

•
食
欲
低
下

•
嘔
吐
や
下
痢

•
意
識
障
害
（
重
症
例
）

な
ど
が
出
現
し
ま
す
。
重
症
化
す
る
と

命
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
記
憶
が

は
っ
き
り
し
な
い
ま
ま
発
症
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
た
め
、「
野
外
活
動
後
の
発

熱
」
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
皮
膚
に
マ
ダ
ニ
が
付
着
し
て
い
る
場

合
は
、
無
理
に
取
ら
な
い
こ
と
が
重
要

で
す
。

　
無
理
に
引
き
抜
く
と
、
口
の
部
分
が

皮
膚
内
に
残
り
、
炎
症
や
感
染
の
原
因

に
な
り
ま
す
。

•
触
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
受
診
す
る

•
医
療
機
関
で
適
切
に
除
去
し
て
も
ら

う
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
咬
ま
れ
た
後
は
、
数
日
か
ら
2
週
間

程
度
は
体
調
変
化
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　
マ
ダ
ニ
咬
傷
は
予
防
が
最
も
重
要
で

す
。
•
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
を
着
用
す
る

（
熱
中
症
と
の
兼
ね
合
い
で
無
理
は

厳
禁
で
す
が
）

•
ズ
ボ
ン
の
裾
を
靴
下
に
入
れ
る

•
首
元
や
手
首
を
露
出
し
な
い

•
虫
よ
け
剤
（
忌
避
剤
）
を
使
用
す
る

•
草
む
ら
や
落
ち
葉
の
上
に
直
接
座
ら

な
い

　
特
に
、
農
作
業
や
山
林
作
業
に
従
事

す
る
方
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
帰
宅
後
は

•
衣
類
を
は
た
く

•
早
め
に
入
浴
し
全
身
を
確
認
す
る

習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

•
マ
ダ
ニ
が
皮
膚
に
付
着
し
て
い
る

•
野
外
活
動
後
に
発
熱
が
出
た

•
強
い
だ
る
さ
や
食
欲
低
下
が
あ
る

•
下
痢
や
嘔
吐
が
続
く

•
意
識
が
ぼ
ん
や
り
す
る

　
こ
れ
ら
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
早

め
の
受
診
が
重
要
で
す
。

　
そ
の
際
、「
い
つ
・
ど
こ
で
屋
外
活

動
を
し
た
か
」
を
伝
え
て
い
た
だ
く
と

診
断
の
助
け
に
な
り
ま
す
。

　
自
然
の
中
で
の
活
動
は
大
切
な
生
活

の
一
部
で
す
が
、
地
域
特
有
の
リ
ス
ク

を
知
る
こ
と
も
同
じ
く
ら
い
重
要
で

す
。

　
正
し
い
知
識
と
予
防
で
、
安
全
に
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

下
北
山
村
診
療
所
　

　
　
　
　
　
　
　
　
船
迫
　
哲
也

〈
第
７
回
〉

マ
ダ
ニ
咬
傷
に

　
　
　
　
つ
い
て

2 

ど
ん
な
症
状
が
出
る
？

1 

マ
ダ
ニ
と
は

4 

マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
と
き
の
対
処

3 

特
に
注
意
す
べ
き
感
染
症（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）

5 

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

6 

こ
ん
な
と
き
は
す
ぐ
受
診
を

診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは
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新
緑
が
美
し
く
、
屋
外
で
の
活
動

が
増
え
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　
山
林
で
の
作
業
や
散
策
な
ど
、
自
然

に
触
れ
る
機
会
が
多
い
当
村
で
は
、
こ

の
時
期
に
特
に
注
意
し
た
い
の
が
「
マ

ダ
ニ
咬
傷
」
で
す
。

　
今
回
は
、
マ
ダ
ニ
に
よ
る
健
康
被
害

と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。

　
マ
ダ
ニ
は
、
山
林
や
草
む
ら
に
生
息

す
る
5
㎜
程
度
の
大
型
の
ダ
ニ
で
、
人

や
野
生
動
物
に
付
着
し
て
吸
血
し
ま

す
。

　
屋
内
に
い
る
ダ
ニ
と
は
異
な
り
、
屋

外
で
活
動
す
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
特
に
春
か
ら
秋
に
か
け
て
活
動
が
活

発
に
な
り
、
気
づ
か
な

い
う
ち
に
皮
膚
へ
長
時

間
吸
着
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
る
と
、
次
の
よ
う

な
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。

•
皮
膚
に
黒
い
し
こ
り
の
よ
う
な
虫
体

が
付
着
す
る

•
咬
ま
れ
た
部
位
の
赤
み
や
腫
れ

•
か
ゆ
み
や
軽
い
痛
み

　
多
く
は
局
所
の
症
状
で
経
過
し
ま
す

が
、
問
題
は
そ
の
後
に
起
こ
る
可
能
性

の
あ
る
様
々
な
感
染
症
で
す
。

　
マ
ダ
ニ
が
媒
介
す
る
感
染
症
の
中
で

も
、
特
に
注
意
が
必
要
な
の
が
「
重
症

熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
（
Ｓ
Ｆ
Ｔ

Ｓ
）」
で
す
。

　
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
は
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
、

西
日
本
を
中
心
に
報
告
が
多
く
、
紀
伊

半
島
で
も
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
主
な
症
状
は
２
週
間
程
度
の
潜
伏

期
間
を
も
っ
て
、

•
発
熱

•
強
い
倦
怠
感

•
食
欲
低
下

•
嘔
吐
や
下
痢

•
意
識
障
害
（
重
症
例
）

な
ど
が
出
現
し
ま
す
。
重
症
化
す
る
と

命
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
記
憶
が

は
っ
き
り
し
な
い
ま
ま
発
症
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
た
め
、「
野
外
活
動
後
の
発

熱
」
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
皮
膚
に
マ
ダ
ニ
が
付
着
し
て
い
る
場

合
は
、
無
理
に
取
ら
な
い
こ
と
が
重
要

で
す
。

　
無
理
に
引
き
抜
く
と
、
口
の
部
分
が

皮
膚
内
に
残
り
、
炎
症
や
感
染
の
原
因

に
な
り
ま
す
。

•
触
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
受
診
す
る

•
医
療
機
関
で
適
切
に
除
去
し
て
も
ら

う
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
咬
ま
れ
た
後
は
、
数
日
か
ら
2
週
間

程
度
は
体
調
変
化
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　
マ
ダ
ニ
咬
傷
は
予
防
が
最
も
重
要
で

す
。
•
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
を
着
用
す
る

（
熱
中
症
と
の
兼
ね
合
い
で
無
理
は

厳
禁
で
す
が
）

•
ズ
ボ
ン
の
裾
を
靴
下
に
入
れ
る

•
首
元
や
手
首
を
露
出
し
な
い

•
虫
よ
け
剤
（
忌
避
剤
）
を
使
用
す
る

•
草
む
ら
や
落
ち
葉
の
上
に
直
接
座
ら

な
い

　
特
に
、
農
作
業
や
山
林
作
業
に
従
事

す
る
方
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
帰
宅
後
は

•
衣
類
を
は
た
く

•
早
め
に
入
浴
し
全
身
を
確
認
す
る

習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

•
マ
ダ
ニ
が
皮
膚
に
付
着
し
て
い
る

•
野
外
活
動
後
に
発
熱
が
出
た

•
強
い
だ
る
さ
や
食
欲
低
下
が
あ
る

•
下
痢
や
嘔
吐
が
続
く

•
意
識
が
ぼ
ん
や
り
す
る

　
こ
れ
ら
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
早

め
の
受
診
が
重
要
で
す
。

　
そ
の
際
、「
い
つ
・
ど
こ
で
屋
外
活

動
を
し
た
か
」
を
伝
え
て
い
た
だ
く
と

診
断
の
助
け
に
な
り
ま
す
。

　
自
然
の
中
で
の
活
動
は
大
切
な
生
活

の
一
部
で
す
が
、
地
域
特
有
の
リ
ス
ク

を
知
る
こ
と
も
同
じ
く
ら
い
重
要
で

す
。

　
正
し
い
知
識
と
予
防
で
、
安
全
に
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

下
北
山
村
診
療
所
　

　
　
　
　
　
　
　
　
船
迫
　
哲
也

〈
第
７
回
〉

マ
ダ
ニ
咬
傷
に

　
　
　
　
つ
い
て

2 

ど
ん
な
症
状
が
出
る
？

1 

マ
ダ
ニ
と
は

4 

マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
と
き
の
対
処

3 

特
に
注
意
す
べ
き
感
染
症（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）

5 

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

6 
こ
ん
な
と
き
は
す
ぐ
受
診
を

診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは
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保 セ タ健 ン ー の 知 せら お らか 健康スタンプラリー
対象事業

新緑のまぶしい季節となりましたね。あたたかい日差しに思わず顔がほころびます。

こころの健康づくり相談
　 日頃の悩みや不安などについて、専門家
に相談してみませんか

【日　時】５月17日（日）
　　　　　午前９時～正午

【場　所】保健センター
【相談員】臨床心理士２名
※当日午前11時までに予約をお願いします。

懐メロ歌謡教室
　皆さんの大好きな歌謡曲で盛り上がりましょ
う。音楽を愛する人、歌うことが大好きな人、
皆様のご参加お待ちしています。

【日　時】６月９日（火）
　　　　　午前10時30分～正午

【場　所】保健センター
【講　師】音楽療法士　福田朝子
【送　迎】要事前申込み
【持ち物】飲み物・スタンプラリー

禁煙外来の助成をしています
　禁煙（卒煙）希望者に対して禁煙外来にか
かる治療費の助成をしています。
　申請を希望される方は、次の内容を確認の上、
保健センターまでご連絡ください。

【対 象 者】村内に住所を有する
20歳以上の喫煙者

【助成内容】下北山村国保診療所にて禁煙外
来を受診し、禁煙外来の保険治
療適用条件を満たした者。

【助成金額】上限１万円（1回限り）
　※１万円未満の場合はその額とします

（償還払い）
【申請方法】保健師との面談が

必要です。まずは
保健センターにご
連絡ください。

ノルディックウォーキング
　初夏の風を感じつつ、下北山村の魅力を一
緒に再発見しませんか？

【日　時】５日14日（木）
　　　　　午前10時30分～正午

【場　所】保健センター
※保健センターに集合後、
　奥地地区を散策します。

【講　師】松岡岳史先生
【送　迎】要事前申込み
【持ち物】水分補給用飲み物、
　　　　　運動靴、帽子、等

◎ご長寿企画！脳トレ＆体操
　みんなで楽しく認知症予防！家から出るの
は面倒だけど…参加したら絶対楽しい！
※教室終了後風船バレー交流会を開催します。

【日　時】①５月14日（木）
　　　　 ②６月４日（木）
　　　　　 午後１時30分～午後２時10分

【場　所】①保健センター
　　　　 ②寺垣内コミュニティセンター

【講　師】松岡岳史先生
【送　迎】要事前申込み

【問合せ先】
保健センター　☎６‐００１５

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
〜
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
、
交
通

事
故
の
原
因
と
な
っ
た
り
、
歩
行
者
や

他
の
車
両
に
と
っ
て
危
険
・
迷
惑
と

な
っ
た
り
す
る
よ
う
な
、「
悪
質
・
危

険
な
違
反
」
で
あ
っ
た
時
は
、
自
転
車

に
青
色
切
符
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
〜

　
自
転
車
は
、運
転
免
許
が
な
く
て
も
、

車
両
の
仲
間
で
す
。

　
下
北
山
村
内
で
は
、
坂
道
が
多
く
て

自
転
車
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ご

く
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
下
北
山
村
を
は
な
れ
、
通
勤
通
学
の

た
め
の
自
転
車
利
用
、
観
光
地
で
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
を
利
用
さ
れ
る
際
に
お
い

て
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
な
ど
の

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
責
任
あ
る
運
転
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
３
月
29
日
に
さ
く
ら
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、前
日
か
ら
大
勢
の
観
光
客
が
、

さ
く
ら
の
見
物
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
国
道
１
６
９
、
４
２
５
号
の
み
な
ら

ず
、
村
道
を
も
他
府
県
ナ
ン
バ
ー
の
マ

イ
カ
ー
が
行
き
交
い
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
、
観
光
地
で
あ
る
下
北
山

村
に
は
、
バ
イ
ク
や
車
、
散
策
す
る
観

光
客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
特
に

道
幅
の
狭
い
村
道
で
は
、
自
動
車
の
運

転
に
は
注
意
し
て
い
た
だ
き
、
小
さ
い

子
ど
も
が
い
る
ご
家
庭
で
は
、
飛
び
出

し
に
注
意
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

〜
ネ
ッ
ト
詐
欺
に
つ
い
て
〜

　
　
こ
ん
な
経
験
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　「
大
分
昔
に
買
い
、
今
や
販
売
中
止

に
な
っ
た
電
化
製
品
の
部
品
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
探
そ
う
。探
し
た
結
果
、

金
額
は
数
千
円
で
見
つ
け
た
。
即
購
入

…
…
。」

　
ち
ょ
っ
と
ま
っ
て
、

　
　
　
　
　
そ
の
「
即
購
入
」。

　
販
売
し
て
い
る
そ
の
会
社
、
実
際
に

存
在
す
る
会
社
で
、
取
り
扱
い
の
あ
り

そ
う
な
会
社
で
す
か
？

　
先
日
ご
相
談
い
た
だ
い
た
会
社
を

ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
と
、
電
化
製
品
の
部

品
の
取
り
扱
い
が
な
く
、
実
際
は
食
器

や
台
所
用
品
を
取
り
扱
う
会
社
で
し

た
。

　
振
り
込
み
は
、
会
社
名
義
の
口
座
で

な
く
、
個
人
名
義
の
口
座
で
し
た
。

　
直
接
メ
ー
ル
で
や
り
取
り
し
て
、
購

入
す
る
際
に
は
、
そ
の
会
社
が
実
際
存

在
す
る
会
社
な
の
か
ど
う
か
、
取
り
扱

い
が
あ
り
そ
う
な
会
社
な
の
か
ど
う

か
、
そ
の
会
社
に
在
庫
状
況
を
一
度
電

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
振
り
込
ん
で
し
ま
っ
て
か
ら
、「
現

在
欠
品
中
」
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
下

調
べ
を
し
て
、
購
入
を
検
討
し
て
も
遅

く
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
ネ
ッ
ト
詐
欺
に
十

分
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〜
ご
挨
拶
〜

　
皆
さ
ま
、
新
聞
な
ど
に
よ
り
、
ご
存

じ
の
通
り
、
奈
良
県
警
察
で
は
、
定
期

異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　
池
原
駐
在
所
、
寺
垣
内
駐
在
所
と
も

異
動
な
く
、

池
原
駐
在
所
…
…
…
坂
本
　
和
也

寺
垣
内
駐
在
所
…
…
平
松
　
悟

が
引
き
続
き
勤
務
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
一
年
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

吉
野
警
察
署
で
は

　
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
、

•
運
転
免
許
更
新
手
続

•
運
転
免
許
の
更
新
時
講
習

•
自
動
車
保
管
場
所
証
明
（
車
庫
証
明

書
）
関
係
手
続

•
道
路
使
用
許
可
関
係
手
続

な
ど
の
受
付
・
講
習
は
本
署
（
吉
野
警

察
署
）
に
集
約
と
な
り
ま
し
た
。

さ
く
ら
警
察
庁
舎
で

　
　
　
　
手
続
を
さ
れ
て
い
た
方
へ

　
吉
野
警
察
署
は
、
さ
く
ら
警
察
庁
舎

か
ら
自
動
車
で
約
15
分
、
近
鉄
下
市
口

駅
か
ら
徒
歩
約
10
分
の
場
所
に
位
置
し

て
い
ま
す
。

　
さ
く
ら
警
察
庁
舎
で
は
、
今
後
各
種

手
続
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
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保 セ タ健 ン ー の 知 せら お らか 健康スタンプラリー
対象事業

新緑のまぶしい季節となりましたね。あたたかい日差しに思わず顔がほころびます。

こころの健康づくり相談
　 日頃の悩みや不安などについて、専門家
に相談してみませんか

【日　時】５月17日（日）
　　　　　午前９時～正午

【場　所】保健センター
【相談員】臨床心理士２名
※当日午前11時までに予約をお願いします。

懐メロ歌謡教室
　皆さんの大好きな歌謡曲で盛り上がりましょ
う。音楽を愛する人、歌うことが大好きな人、
皆様のご参加お待ちしています。

【日　時】６月９日（火）
　　　　　午前10時30分～正午

【場　所】保健センター
【講　師】音楽療法士　福田朝子
【送　迎】要事前申込み
【持ち物】飲み物・スタンプラリー

禁煙外来の助成をしています
　禁煙（卒煙）希望者に対して禁煙外来にか
かる治療費の助成をしています。
　申請を希望される方は、次の内容を確認の上、
保健センターまでご連絡ください。

【対 象 者】村内に住所を有する
20歳以上の喫煙者

【助成内容】下北山村国保診療所にて禁煙外
来を受診し、禁煙外来の保険治
療適用条件を満たした者。

【助成金額】上限１万円（1回限り）
　※１万円未満の場合はその額とします

（償還払い）
【申請方法】保健師との面談が

必要です。まずは
保健センターにご
連絡ください。

ノルディックウォーキング
　初夏の風を感じつつ、下北山村の魅力を一
緒に再発見しませんか？

【日　時】５日14日（木）
　　　　　午前10時30分～正午

【場　所】保健センター
※保健センターに集合後、
　奥地地区を散策します。

【講　師】松岡岳史先生
【送　迎】要事前申込み
【持ち物】水分補給用飲み物、
　　　　　運動靴、帽子、等

◎ご長寿企画！脳トレ＆体操
　みんなで楽しく認知症予防！家から出るの
は面倒だけど…参加したら絶対楽しい！
※教室終了後風船バレー交流会を開催します。

【日　時】①５月14日（木）
　　　　 ②６月４日（木）
　　　　　 午後１時30分～午後２時10分

【場　所】①保健センター
　　　　 ②寺垣内コミュニティセンター

【講　師】松岡岳史先生
【送　迎】要事前申込み

【問合せ先】
保健センター　☎６‐００１５
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か
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迷
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。

　
下
北
山
村
内
で
は
、
坂
道
が
多
く
て

自
転
車
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ご

く
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
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Information

　（公社）なら犯罪被害者支援センターでは、
犯罪や事故に遭われた被害者やその家族等を
支援するため、電話相談をはじめ、様々な支
援活動を行っています。
　今回、被害者支援活動に携わるボランティ
アを次のとおり募集しますので、
ご応募ください。

募集要領
募集期間：令和８年６月１日～７月31日
募集人数：20名程度
募集資格：奈良県内在住の
　　　　　20歳以上70歳未満の方
募集方法：申込書（当センター HPに掲載又
　　　　　は県内の各警察署に配置）を
　　　　　下記事務局まで郵便又はFAX・
　　　　　メールでお申し込みください。
被害者等支援員（ボランティア）活動内容
①電話相談
②病院や警察、裁判等への付き添い
③犯罪被害者支援に関する県民の理解を深め

るための活動等
養成講座
①応募者には、養成講座を受講していただき

ます。
②養成講座は９月２日（水）から11月４日
（水）までの間で９日間で、原則として、
毎週水曜日の13：00 ～ 15：50です。

③参加費は無料です。
奈良県公安委員会指定 
犯罪被害者等早期援助団体
公益社団法人
　なら犯罪被害者支援センター
〒630-8215
奈良市東向中町６番地
奈良県　経済倶楽部
経済会館 ４階
☎0742-26-6935
FAX：0742-95-7560
E-meil：jimu@nvsc.jp　HP▶
電話によるお問い合わせは
月～金10：00 ～ 16：00

…日時時 …場所所 …お問合せ問

　令和８年度の労働保険（労災保険・雇用保
険）の年度更新期間は、６月１日（月）から
７月10日（金）までとなりますので、期間
中の申告・納付をお願いします。
　電子申請の利用又は郵送による提出が可能
です。
　年度更新申告書は、５月末頃に発送予定で
す。
※令和８年度をもって雇用保険料率が改定さ
れていますので、令和８年度概算保険保険料
の算定にはご注意ください。

詳しくは、下記までお問い合わせください。

奈良県労働局総務部　労働保険徴収室
☎0742ｰ32ｰ0203
または、
管轄労働基準監督署・ハローワーク
　　　　　　　　　（公共職業安定所）

　専門家（公益・労働者・使用者の各委員）が、
解雇やパワハラ等の労働トラブルの相談をお
受けします。相談時間は１人約30分です。

開催日：年間スケジュールは
HPをご確認ください▶

各相談日　15時～ 17時

奈良県奈良総合庁舎２階
（奈良市法蓮町757）

事前予約制
（開催日の２開庁日前の14時まで）
詳しくはHPをご確認ください。

「奈良県労働委員会」で検索！

奈良県労働委員会事務局
☎0742ｰ20ｰ4431（直通）

時 問

所

問

問

申

労働保険の年度更新期間について
（事業主の皆様へ）

「労働相談会」を開催します！

第20期
被害者支援ボランティア募集

無料
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◎写真のデータを下記メールアドレスまでお送りください。
メールの件名は「広報誌写真応募」としてください。

◎QRコードから応募フォームにアクセスしていただき応募してください。
【その他】写真には、タイトル（任意）と、簡単なエピソード（任意）、そして撮影者の
お名前（匿名希望の場合はペンネーム）を添えてください。

【お問合せ】下北山村　総務課 広報係
☎07468－6－0001　　koho@vill.shimokitayama.lg.jp

応募 法方

みんなのシャッターチャンス！～写真で繋ぐ下北山村の暮らし～

▲さくら祭のパトカーと記念撮影
　（国王さん）
さくら祭でパトカーとの記念撮影を呼びか
けた所１番乗り！

▲桜のライトアップ
　（大ちゃんさん）
同じライトアップでも違い
がわかるピンクが綺麗 ▲ののさまのお誕生日（花田花子さん）

池原普門寺の花まつりの花御堂です。昔から
伝わる方法で今年も皆様が華やかに飾り付
けて下さいました(*´w`*)

QRコードを読み込
むと応募フォーム
に移ります
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◎写真のデータを下記メールアドレスまでお送りください。
メールの件名は「広報誌写真応募」としてください。

◎QRコードから応募フォームにアクセスしていただき応募してください。
【その他】写真には、タイトル（任意）と、簡単なエピソード（任意）、そして撮影者の
お名前（匿名希望の場合はペンネーム）を添えてください。

【お問合せ】下北山村　総務課 広報係
☎07468－6－0001　　koho@vill.shimokitayama.lg.jp

応募 法方

みんなのシャッターチャンス！～写真で繋ぐ下北山村の暮らし～

▲さくら祭のパトカーと記念撮影
　（国王さん）
さくら祭でパトカーとの記念撮影を呼びか
けた所１番乗り！

▲桜のライトアップ
　（大ちゃんさん）
同じライトアップでも違い
がわかるピンクが綺麗 ▲ののさまのお誕生日（花田花子さん）

池原普門寺の花まつりの花御堂です。昔から
伝わる方法で今年も皆様が華やかに飾り付
けて下さいました(*´w`*)

QRコードを読み込
むと応募フォーム
に移ります
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きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

広報 令和８年 （2026） 月号　No.8275

第３９回　さくら祭

広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！

村の情報を発信しています

▲村の暮らしを届ける
ウェブサイト「きなりと」

▲LINE ▲YouTube ▲Facebook ▲Instagram

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内1002番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和８年３月31日現在

転入　９人
出生　０人
転出　３人
死亡　１人

人　口
男
女
世帯数

784人
372人
412人
503戸

先月比
5）
5）
0）
3）
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入園・入学おめでとう！

春風に桜の花びらが舞う中、保育所では４月６日に
　　　　　　　　小中学校では４月７日に入園式・入学式が挙行されました。
　　　　夢と希望に胸を膨らませながら
　　　　　　　新入児童・生徒は元気に新しい生活をスタートさせました。

〈１年生〉
左から
●草野　　暁　さん
●栗須　陽大　さん
●杉本　恵士朗さん
●田川　瑛愛　さん 
●德山　翔大　さん
●牧　　　翼 　さん

〈保育所（白組）〉
左から
●草野　まな　さん
●竹本　渚紗　さん
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https://kinarito.net/
https://page.line.me/818putal
https://youtube.com/@shimokitayama?si=YhmB_Jmmi2dMnI-Z
https://www.facebook.com/share/1Ds8HPX6oJ/?mibextid=wwXIfr
https://www.instagram.com/shimokitayama_official?igsh=MWdoNGJ5YTdyMDVkMg==

